
最終講義

現代における市民社会の実在性

　　　　　　商品生産縫会としての資本主義一

羅文 孝　一

　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き

　鉾年の総選挙のとき、従来は主に労働継合つま馨労鱗者’に依擁してきた、縫

会党の後身、健民党は“窮民と手をつなぐ”を強調し、また市浸が主役を標警

する民主党が生まれるなど、これまでにもまして驚異を重視する政党癬趨愛し

た。その後続甕党は鉾年捻肩、臨時党大会で毒民との紳をアッピールし．常民

重複の立場をさらに鮭閣にした。その飽の諸政党も多かれ少なかれ毒蔑を挽野

に入れて発言し、行動しているように思われる。つま瞬今霞では多くの政党に

とって、薦渓というものが、量的にも質的にも、依擁すべきものとして無視し

えぬ存在になっているのである．

　それでは毒渓は、そこでどのようにとらえられているであろうか。その点を、

とくに常民重視を曝えている二つの政党について見てみよう．まず社野党は当

初、選挙のときのテレビのスポット広告やチラシなどで、労働者、慶長、主婦

などを示して、全体として毒民と手をつなぐとしていた。だからそこでは、労

鱗者も農甕も主婦もすべておしなべて毒畏であ管、つま蓼畜民というものは薄

々のそれらではなく、それらを包揺する存在であるということになる。だから

被疑党では、初め、このような存在として、あるいはそうしたあ滲方の桂会釣

人聡として、甫民がとらえられていた。ところが今年i月、連合主催の新年交

歓会のあいさつで、土井たか子党首は労働縫合との緋、連携を強調したという。

こうした労経の特磯振いが、労働縫合は旛疑とは劉のもの、騨懸の存在という

のであれば、それは麟述の市民掘握とは異なることなる。政党という盤路上、

その実践的な必要から、労纏と市長を分けることはあるにしても、労働縫合を
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構成する労勝者と毒民とはどういう闘係にあるのだろうか。これは、労働者、

農浸と銚労霧畏とを壷爽する共産党の場合も溝様である。霞民は労働者とは懸

鰻の〈社会的〉存在なのだろうか。

　次に“毒疑騨主役婁｝の異主党であるが、とくに行致改革とかかわって官僚

主導に繋する毒民主導、嘗主ではなく民主といういい方をしてお甑これで

ほ毒罠はたんなる官に薄する民、つま参疑問（人〉を姦すだけのことにな

る。これだけなら毒民というのは、内容繊こはなんのこともない、ただ震新し

さを猛った言葉だけの総題にすぎない．しかしあるテレビ番総σサンデープ

ロジェクトまテレど輔翼、i肩i2馨）で、管薩人氏は、褻市長とは嚢分のこと

しか考えない．ばらばらになった私的纒人ではないか∫という疑翼に薄して、

ヂ公共性の主体．握い手」という凝念で綻っていると答えていた。ただ時鷺が

なくてもっと詳しい説聡摂聞けず、その概念内容ははっきりしない。ちなみに、

ちょうどi還2馨欝から朝霞新露で始まった連載、郵覇蔭が見えない一改革と甫

混一」第一部（2§馨～24嚢〉では、とりあげられているのはサラジーマンだ

けである。

　いずれにしても、被疑党、費主党ともその毒疑概念、つま蓼霞民はどのよう

な後会的存在、どんな社会的あ移方の人聞なのか、は窮らかでない．ただ講者

に瞬確に共通していることが一つある。それはどちらも、畜浸を現実の、しか

も現在の桂会に実在する人間、ないし案在する人聞のあり方、存在様式とみな

していることである。これは、市民が敢党窪らの依擁する歓会的基盤を愚昧す

るものである以上、当然といえば当然のことである。

　しかしな溺ら厚東洋輔氏の分類によると、これまでのさまざまな毒艮凝念の

うち、斎甕を歴史的実在茎とみなすものは、甫民を過去のある時類の、ある

特定の社会の人糞ととらえるものだけであって、現在の桂会の実在する人聞と

とらえているものはないσ毒疑社会論ま詫趨隆吉監修r現代縫会学辞典雲有

倦堂高文縫、欝艇、68－82頁〉、では現在の縫会に実在する毒民というのは、

幻影なのだろうか。そうでなく実在するものであれば、それはどんなあり方の
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鮭会的人間であろうか。それを解窮することが本稿の課題である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　まず厚東氏の分類を見てみよう。氏によれば、往会学の寮費は羅1会を自主

的に構成する霞発的・籠動的人驚達すなわち罫近代的人糞類型」である魁歴

史的実をとしての驚蔑も、またそのト属性が強調さ趣て整合的な人聞像に

麹象化された、理論的なダ人間モデル」としての毒民も、いずれにしても寮費

観念には「多様性まぶあるから、御民歓会を規定するには罫二つの分類軸ま解

必要である（前掲書、68頁〉。そして夢購成要素である市長藩歴史的実在なの

か理論的モデルなのか、換言すれぱ市疑社会ということで想定されて耽るのは・

歴史的極体としての被会なのか、それとも桂会構成のモデルなのか。毒民は資

本家とどのように勝連づけられているのか、換言すれば、漿民縫会麟資本主義

（資本家鮭会〉蝿歓会主義という霞式を驚いて燭定されているかどうか。」と

いう二つのr座標軸達を緩み合わせて、市買社会の魑つの位根釜を挺示され

る（懸、68～69頁〉。

　そこで、肇歴史的実在」である毒浸によって購域される懸垂史的纒｛鶴とし

ての毒民社会についてみると、氏によれば、そのうちのゼ資本主義と独立まし

た社会は、ギ都憲疑としての毒民達によるギ都毒民歓会墨としての毒民延会で

あ参．これは罫吉典古代におけるぷ婆ス、あるいは中量都毒のことである藁

（溝、69．76～77頁〉。次に「資本主義と穣縫塞する縫会碁ま、薪中産的生産者潜

としての覆践3によるr麺麹資本主義社会璽としての霞民歓会である。これは

大塚久雄氏によって提曝されたもので、ヂ都市では小市罠、農村では農業企業

者、自営農、農村工業の担い手、小領主など」の「中産的生産者融によって

購成される罫窮民革命から産業革命までの歓会あつまり初雛資本主義裡会で

ある（購、69～簿、77頁〉。これらは害うまでもなく、実在する後会であって

も過去のある時擬の特定の歓会であり、その意辣で歴史的縫体である蕃現代社

会ではない．毒民もそうした縫会における歴史的実在であるにすぎない。
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　さらに曖譲的モデル」である帯民に基づく縫会講域のモデルまとしての

斎民桂会についてみると、まず軒資本主義と独立ました社会は、r近代人とし

ての帯蔑」による面モダン・ソサイアティ」である。これはホッブス、ルソー、

スミスなどの自然状態に蝿する縫会状態ないし帯浸状態、農業縫会に鱈する商

業鮭会、野蛮、未騨社会に鰐する文瞬桂会等である。（隅．69頁〉．次にF資本

主義と穂離する歓会は、r資本家と薦疑の二重姓」に基づくr聴晶生産社会薙

としての市費歓会である。これ・は軍霧清瞬氏によって礎曝されたもので、r霧

疑義会は罫労働に基づく癬有蓋という私有麟と商品交換・・とを園有原理とす

る・・ゼ商贔生産社会雲と定義一され」、略本主義に先行するものから共時

的に餅存するものまになる。そして新労働者と資本家との醗係は、交換という

毒見的形式にもかかわらず」、絶入の不払労働の搾取に基づく購級謬§係へと転

変するのであるi）（購、69、79頁〉。

　ここでギ資本主義と独立」した縫合については、コーンハウザーを除きスミ

スを騰こすれば2｝、いずれも来たるべき縫会の遜念ないし見取醒として、後ら

の毒民歓会像は一つの雁会構成のモデル歪ということができる。しかし駿

奉主義と棺験する縫会としての商鑛生産社会は、どうであろうか．これは罵

知のように、マルクスの資本主養分榜の平線溶瞬氏によるとらえ直しによって、

獲得された徳民縫会握握である。これを厚東氏は曖論モデルヘと編成替えさ

趣あるいは「鍛えなお蓬された曖譲上の歓会まとされる（講、79翼〉が、

それはたんなる「理論的モデル窪であ蓼曖譲上の縫会茎であろうか。商品生

産縫会は資本家歓会の一難藤として実在する、と運解することもできる．この

、点については後に論ずることにするが、とにかく氏によれば、ここではすべて、

あるのはぜ理論的モデル」であ参曖論士の歓会まであって、実在の桂会では

ない。

　そして繭述のように歴史的実在としての議民社会は、擁驚異社会であれ初期

資奉主義硅会であれ、いずれも退去のある特定の縫会であって現代歓会ではな

い．だから厚東氏は現代には選譲上の驚民縫会はあっても実益する毒罠娃会は
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なく、愛糞の理代社会を毒民桂会とは考えられていないようである・だが集た

してそうであろうか。こ為は夢実在」ということの意味にもかかわることであ

吟、次にその点についても換討することにする魁その前にもう一つ見ておき

たい市費社会掘経ぶある。

　それは、厚東氏の分類には入らなかった、新貸本鑛版縫の歓会科学辞典編集

委農会騙による匿歓会秘学総合辞典墨〈欝92年〉の毒浸縫会理解である・そこ

では纏1人の政治的平等にもとづく縫会を・・『帯民縫会毒とよぶ」魁首実

際に鐵現した毒民雛会の現実の内容は資本主義琶会であった墨から、甫民桂会

とは噴本家踏綴が、支醗を確立している社会のこと墨であって」資本主義

桂会を意陳ずる≦（267頁〉となっている3ン。見られるようにここでは、毒浸桂

会は一種の礫論的モデルであるとともに、魑方では実在の歓会でもある。そし

て理譲的モデルとしては毒民縫会は資本主義歓会と独立した縫会であるが、実

在の歓会としては資本主義社会そのものである。つま参議民縫会というのはた

んなる名霞にすぎず、実態は資本主義縫会であ駄現実に存在するのは資本主

義社会だけであって、それと獲麟された寮費歓会というのは実在しない、とい

うことになる。

　以上に見てきたように、いずれにしても覆践桂会は実態としての資本主義の

たんなる名目であるばあいを除き、その置有のあ蓼方の社会としては現代に実

在する歓会とはみなされていない。次にその点について験試しよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　まずどんな商民歓会凝念にも共通する、つま瞬普通誰もか薦残徒会といった

とき共通してそこに含意されている、擁象的ではある瀞もっとも基底的で一般

的な機念を、蟹中藍講氏の擬足によって提示しよう。賄渓縫会績嘘soclety・

験ger紬eGe麟sc紘｛t〉とは、鮪財産鵬者としての自畝諸韓人オ湘互

に社会的に交通し合うところに成立する桂会であ甑臼歯・平等の寮費的桂会

襲係を基本とする歓会である唾｝。達（雛中藍司窪市費桂会理論と現代選お茶の水
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書虜、ig鱗年、磁翼〉この霞民鮭会のより具体的なあ蓉方やその実在盤につい

ては、曝究者の購でもいまだ共選概念解確立されていない」（瞬、6i頁〉とい

えるが、上記の独象レベルの機念であれば恐らく異蒲はあるまい．ただ一つ付

け麓えたいのは、麹麟な諸懸人は私有財産所有者として霧宣しているというこ

とである。そこで筆者な鱗こ規定し直せば、〈私有購産瞬有者として露立した

諸懸人解、韓藍に雲霞で平等な後会縫孫によって構成する歓会〉ということに

なろう。問題はこうした縫会が、現代において実在するのかということである。

　そこで考えてみると、われわれは現在、覆政や鍵方青絵体の選挙にさいして

一人一票の投票を行い、選挙権すなわち参政権を背縫している．これはわれわ

れが懸人として平等に与えられた、というよ吟保持している権利であ箏、かつ

投票すなわち権舞の行綻にさいしては、われわれはなにものにも拘束されず、

き由が深溝されている。だからそのかぎむでわれわれは富嶽・平等な市費であ

る．つま吟そうした毒民としてわれわれは実益する、さらにこの投票の結果と

して実蝶に羅会や政府等の致治権力が形成され、政治的諸麗係ぶ講威される。

こうして生まれた政治的§§係が国家であ鯵、厚東氏の濡話をお借睦すれば紅政

治的溝民後会塞（前掲書、霞～72頁〉であろう．そしてこの市民縫会はいうま

でもなくやは零実在する．

　この点でこの見方は、前述の『歓会科学総合辞典垂の見方とは異なる．現実

に存在する娃会が資本主義縫会であっても、その政治的綴面、つまりその政治

的・権力的幾係としては、講辞典のいう匿鰹木の政治的平等にもとづく3毒民

社会である。だから甫浸歓会は致治的・権力的灘孫として、つまり社会の一綴

面として実在するのであ琴、それが政治的毒疑縫会である。

　ここで琶会の一難面として実在するということは、縫会の一領域、一部分と

して、つま琴柱会がいくつかの領域、部分に区分されて、その一つとして存在

するということではない。縫会の全体が、つま琴読会麗孫の総体が、瞬時に擁

えぱ政治的幾係であ参法納経係であ管、経済的麗係等である。歓会の全構成員

が、このそれぞれの縫係に緩み込まれている、あるいは政治的縫係も法的麗係

　　　　　　　　　　　　　　　一一　8　一
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も経済的縫係等もどれも全購成員によ撃攘成されている。さらに全構成員はこ

の三つの鴎係のどれにも纏み込まれている・そしてそれぞれの§§係に応じて政

治的縫会（諜国家〉、法的社会、経済的歓会等であ甑これ’が歓会のそれぞれ

の灘癒である。そしてそれらの諸聡係、諸灘癒はその構成員に嬉して現実的に

磯寵し動力や、意陳を持っている。つま蓼選挙も売買も鵯決もそれぞれたんな

る絵空事ではなく、現実であ蓼事実である5）。候補者瀞議員（首長〉にな警商

品（貨幣〉が手に入移、実飛であれば身極を掩束される。この意駿で縫会の諸

｛嚢癒は実在するのである。だから市民縫会は略本主義縫会を意糠する輩とか

菱おなじ達というだけでは適窃ではない。薦民歓会は資本主義社会の一儲藤で

あり、一綴藤として実在するのである韓。

　ところで厚東氏の政治的毒民歓会は、罫運論的モデノ婆であ蓼実在の縫会で

はない．しかもダモダン・ソサイアティ蓬のそれであって、ここでとりあげて

いる敢治納車疑歓会とは、内容上重なる部分もあるが全体としては一致しない

（羨揚書、70、7i～72頁〉．そこで「蓬論的モデル∫と実在姓の開題は経済的

寮費歓会を譲ずるところでと滲あげることにして、ここでは触れないでおく。

　さて資本主義歓会の敢治的灘癒としての畜民娃会、政治的霧浸歓会は、参政

権だけでなくさまざまな権利、つま馨市長権に基づいて形成されている・それ・

は身体の白磁に始まって職業選採の察溢、羅綾移転の壼趨、営業の嚢虫、思想・

繕条・倭鞍の震痴、書論・思議・結社の褻霞等があ甑まずは毒疑的難露の諸

権利ということができよう。さらに牲、年齢．人種・民族、職業、地難・身分・

繕綴等、人閥を桂会的に籔窮するいっさいのものをこえて、それらにかかわ瞬

なくすべての人聞に、法の下での平等、平等な権利潜保瞳される。こうして致

治的毒民縫会は、薦疑が主権者として参政権をもつだけでなく、露民ぶ甕逡と

平等の権利に基づいて行為し、格互に関係し合う桂会であ甑まさしく毒民縫

会、実在する毒喪産金である．そしていうまでもなくそれを購成する市民も、

毒民権の主体として生ける市民、実准ずる薦民にほかならない。

　そして等しくこの寮民権の主体であるかぎり、いっさいの縫会的な区懸にか
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かわ撃なくすべての人は講じ毒民であ瞬、麟等平等な商民である。だから労働

者も農民も、サラ夢一マンも昌営業者も、主婦も学生も、そして資本家も、つ

ま琴どんな職業や繕綴階襲の人も、すべて旛裟権に敏挺して行為し生きるかぎ

警、おしなべて罰等な畜民である了｝．従って資本家も労働者も講浸としては瞬

等な人聞であ警、講等平等である．

　ところでここに提示した毒民権は、基本的に、拘束されない窪霞と差騎され

ない平等である。すなわち○○の嚢懸というのはすべて、その○○による拘束、

○○の強凝から人聞を解敏し嚢露にすることである．そしてそれはいわゆるレ

ッセ・フェール、敏っておいておくれの露鎌に帰着する。つまり、なんの干渉

や束縛もなく嚢譲にさせておいてくれる、あるいは慾海におや鯵なさい、その

代わ箏露分で責蓬を負わねばな静ませんよ、という察叢である。また平等はさ

まざまな桂会的証警彗にかかわらず講等な魑遇を受ける、つまり差懸された取参

扱いをされない、という平等であり、いうなれば立場の平等である．そしてこ

うした市費権としての、つま吟毒疑的な、嚢譲と平等の主体はあくまで懇人で

あ管、露宜した鱗人である．

　このような蔭…立した盤藝メ、の嚢霞と：平等萎ま、聡知のようきこ、　中盤封建毒1繋こお畜ナ

る身分に基づく差懸と拘束の否定、それからの解放によって生まれたものであ

鯵、そのため身分の廃並による差麟のない平等な立場、楚遇と、いっさいの拘

束と強麟を受けない嚢虫として実現したのである。しかし農霞と平等、嚢立し

た超人の実現と存続、つま吟（政治的〉毒民縫会の実現と存続は・当然それが

敏擁しそれを支える縫会、つま陰縫会的行為と歓会麗係があって初めて可能と

なる。そしてそれが繭贔生産歓会であり、それも資本主義社会の一織葱として

のそれである摂、それを厚葉氏の驚認を驚いて置経済的毒民歓会3ということ

ができよう。ではこの商品生産量会とはどのような鮭会であろうか。次にそ為

を瞬らかにしよう。
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　置資本論雲第i巻の有名な蟹頭の一句がいうように、新資本主義的生産様式

が支醒している諸歓会の富は、疹商品の巨大な集ま難として理趣る（都訳

新韓本鐵蔽縫、第i分羅、鯵82年、59蚕〉のであ鯵、健って資本主義社会はな

によ瞬も蕎品生産琶会である・そこでは人々はすべて商品生産者つま瞬商品辮

蕎者として旛互に自分の商品を交換する鴎。そしてこの姦品交換においては、

人々は緩々の商品霧有者つまむ私有購産藤布者として自立してお甑こうして

露重した綴人が成立する。またそこでは、その商品交換つま鯵経済活動がなん

の拘束もなく露譲に行われてお警、そこに経済活動の白露・営業の自韻が献立

するとともに、それによって嚢虫競争溺実現している。さらに商品交換では、

それぞれの商姦がいずれも人間労働の生産勃として、質的にかつ量的に等しい

徳簸として交換され、人聞労働の等質性に基づく等懸交換として人聞の平等解

成立している9ラ。

　このように商贔生産縫会というのは、嚢浅、平等、自立を原理鋤とする議

長桂会である。すなわち、人聡は緩々人が繭品鞘貨幣誘有者として私有難産漸

有者であ警、私有露産藪有者として筆立している、つまり鰹人の庇護や援豹に

よらず察分のカで、つま静私有財産によって生きている。そして蕎品交換貨

幣による売買は嚢分の嚢磁意志で、絶入から干渉されたり強調され、た撃するこ

となく、霞分の裁量と責任において行われる．またそこでは、交換し売買する

講者は、いずれも椋互に横手を拘束したり強凝したりする九権舞をもたない

から、交換は、麟等平等の立場で、権互の講意ないし合意に基づいて成立する・

　こうしてここでは、現実に、人聞が観入として私有財産に基づいて農立し、

縮互にかつ飽の誰からも強麟、拘束されない雲霞と、またそうした縫人を強1韓、

拘棄するカ、権利を誰も麟持たない、立揚と権舞の平等とによって生き、生活

している。これはいうまでもなく嚢趨、平等、霞立の毒長続会であ駄　しかも

それはたんなる菱縫会購成モデルfではなく、現実の縫会であ鯵、実在の歓会
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である。こうして商品生産縫会というのは資本主義縫会から擁象された縫会で

あ鯵、その一儲藏であるが、そうした一つの雛象、一綴面として実在するので

あ参、またそのかぎ鯵において、つま瞬繭晶生産縫会という灘面において、文

字通参議疑縫会である。だから資本主義縫会は商品生産歓会という灘懸におい

て毒民社会であ吟、窮民歓会として実在するのである。そしてこの毒民歓会ぶ

r経済的毒異数会垂ということになる。そしてこの経済的霧畏社会墾政治的毒

民社会の基盤である．

　先に見たように政治的霧民社会では、轟立した懸人としての旛浸の権利とし

て、参政権や議浸権ぶ保瞳され、またかかる毒民の権稀の平等、法の下での平

等ぶ実現しているが、この露立した懸人は、経済的市費縫会つま鞍商贔生産縫

会のなかで形成された、私有難産蓊欝者、具体的には商品・貨幣贋有者であ甑

つま蓼商品・貨幣として私有財産を勝有することによって羨宣することができ

た騒人である．そしてこの商品・貨幣所有煮として費立した諸燧人ぶ政給的寮

費被会を講成したのであり、従って議罠的諸権麟の主体になったのである。だ

から経済的徳疑義会で形成された露立した懸人によって、致治的市民延会ぶ構

成されたのであ吟、経済的毒疑縫会、商品生産縫会に依麗して致治的濃民縫会、

民主主義縫会が成立したのである。

　従ってまた青銭約諾権利すなわち嚢虫と平等も、基本的に商品・貨幣漸有者

としての市民の行為と闘係の原理に適合するものとして実現されている。商品

交換、売買において必要なことは、蒙ず身分に拘束されず誰でも§癌に経済活

動が行えることであり．また身分に基づく特権などによって不蜜に一方が、あ

るいは一部のもの潜窟舞で地方が、飽の一難のものが不琴鐵こなることのないよ

うに、繋等平等の立場が確保されることである。こうしてなにものにも拘束さ

れない嚢虫として営業の自由と、差躾されない平等として法の下での平等。権

利の平等が確立したのである。そして当然のことだが、そうした市民権の確立

が鯵方で経済活動を活発にし、商品・貨幣経済を発展させることになった。た

だ、後にふれるように、その商品経済は資本主義的薩品経済であって．現実に
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は毒民革命による毒艮権の確立に基づいて、つまり露民歓会の成立によって、

資本主義縫会が形成されていった．だから毒民的嚢羨もそれにふさわしく、む

しろそれを促進するように具体化されている。身分的拘束からの露虫労働力

簸売の寒露としての職業選採の毒毒や居住移転の嚢蜜などは、その事携である。

だから商品生産教会、商品・貨警経済の原選に基づき、その原理の法的形式と

して霧疑権が実現するのである解、瞬時にその実現麟商品・貨幣経済を発展さ

せ・薩品生産社会を、それも資；本主義的商品生産歓会を形成したのである・

　このように市買権は市費縫会つまり商轟生産桂会の原理の法的形式であり、

その縫会に適合する権鵜であって、歴史的に焼定されたものである煎現実の

歴史のなかでは、それが霞然権、つま蓼人間解生まれながらに持つ普遍的な権

利として、主張され実溌された。だから歴史的に銀建された権利、歴史的縫姓

であるものが、歴史をこえて妥当する権利、超歴史的な人類普遍のもの、ある

いはそれと等質のものとみなされているのである。だが、この二つはまずは区

麟される必要がある．そのうえで講者の経連は・人聞に普趨的なもの・そうし

た権利が、毒疑縫会つまり蕎晶生産縫会に適合するものとして矯定され具体化

されて、塵史的な形態をとったと理解されねばならない。そして麗史的な意味

としては、むしろ人類に普選的な極値、権利ぶ、歴史的に張定された権利とし

て、つま鯵私有財産辮有者の権利、その私的無益追求の権秘としてではあるが、

実現されたところにその意義と限界があるといえる。

　ところですでにみたように、商贔生産歓会として経済的市民歓会が成立し実

在することによって、それを基盤として政治的毒疑鮭会も成立し実在するので

ある麟、繭品生産縫会は資本主義歓会の一籌嚢として形成されるのであるから、

政治的市長縫会も資本主義歓会の成立によってはじめて形成されるわけである。

とすれば政治的ならびに経済的寮費縫会における嚢浅・率等・葭立（私有財産

所有に基づく）という毒民縫係は、資本主義的贈綴弱係とどうかかわるであろ

うか．次にこの点を綾討することに1しよう。
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　まず商品生産社会が成立するということは、臨贔生産・交換麗係が桂会で全

露化し、商品貨警経済が支配的になることであるが、それ・には大量の蕩品生産

が不再欠である。だが大量の商品生産は資本主義的生産によってのみ薯能とな

る．だからすべての人が商品・貨整経孫に組み込まれ薦品生産縫会が成立した

ときには、すでに姿本主義的生産が支翻的になっているのである。むしろ資本

主義的商品生産が支醗的になむ、資本主義続会が成立することによって、はじ

めて藏品生産後会も成立するのである（懸、「毒蔑歓会と資本主義塞、古沢、真

灘編郵帯疑祇会全書垂i巻（2歓米碁盤～騒葵参蕪〉。こうして資本主義的商

贔生産として蕎品生産が金離化し、従って資本主義歓会の一難藏として商品生

産社会が成立し実産するのである（燃「マルクスにおける寮費雛会認識と歓会

認識の方法ま蓼現代縫会学葦麺号。講談往。欝79年、56－57頁参照／。

　さてそうなると、資本家と労働者の資本主義的繕綴麗係と、衰由・平等・霞

立の市費麗孫としての繭品交換関係とが藍宣することにな警．さらに階級麗係

によって毒琵縫｛系潜成立することになる。

　そこでまず露級§§係と毒疑襲係の壷立につ塾てみると、これは二つの全く異

質の、ないし矛腐する縣係が共存するということではない．たしか1こ賠級騰｛系

に総み込まれた資本家も労働者も、いずれも聴品毒霧、漉過過程においては、

商品ないし貨幣藤布者として生産物の交換・売買の関係に入静、藤贔交換縫係

をとり結ぶ。だからそこでは贈纏縫係とは雛髄に商品交換縫係、つまり市民縫

係が髭立、共存している。だがそればかりではない。酷綴縫係といえどもそれ

は労働力という液晶の兜蟹縫係であり、かかる§§係としては、一つの商品交換

麗係である。つまり躇綴関係もその点では商品交換灘係と瞬質であり、麟一物

である．その愚昧で繕綴縫係も市民関係であり、そこに畜民的原遜が貫徹して

いる．

　すなわち資本家も労働者も貨幣勝有者として自立し、労働力商品の売買縫係

　　　　　　　　　　　　　　　一意一
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に入るが、そこではどちらも槍手を強籍して商品を売らせることも買わせるこ

ともできない。つま穆商品の売買1こ関して講者とも椿互に極手から強麟・携束

されない趨海を保持してお鯵、往って羅じ嚢虫を保持するという点で、あるい

は撫手を強麟、拘束できないという点で講者は講等平等である。こうして資本

家も労働者も嚢曲・平等・露立の驚異的漂遷に基づいて聡係を取瞬結び、どち

らにも講じように市長的権舞が保瞳されている。（隊士、前掲ぎ毒民縫会全書垂

39～凝頁、前掲ぎ廃代縫会学垂騒～55葺、および玉葦葺y，濤野監訳『経済・

華民縫会・国家調法律文化縫、1986年、52～53頁など参蕪。〉

　このように資本主義的隊紙鑢係も毒民縫係であ諺、拘束・強鱗されない露鐡

と差驚されない立場の平等と、私有難産瞬有考としての嚢立がそこに実現して

いる、しかしそこに実現している毒民的原選iは、どこまで実質的な意殊をもつ

であろうか。

　まず嚢霞についてみると、この縫孫は（嚢亡した）麟人薄騒人の聡孫である

から、資本家鰹木と労働者鰯人が労働力という商品の売買にさいして、それぞ

れにどれだけその繭贔を買わない自潅、売らない麹縷が保瞳されているか、が

鶏題である。そうすると一般的には、資本家は特定の労働力を購入する必然性

はなく、労働力であればどれを購入してもよい．つま警資本家はある特定の労

働力を購入しなくても、徳の代わ警の労働力を購入すればよく、従って懇々の

労働力を購入しない嚢霞をもつ。｛もちろん労働力をいっさい購入しない嚢霞

はない一資本家でなくならないためには一が、この点については後達する・〉

　飽方労働者にとっても、労鶴泊をある特定の資本家に売らねばならない必要

はない蒼、しかしどこかの資本家には売らねばならない。なぜなら労働力以外

に私有難産を持たない労働者にとっては、労働力を売らないことは死を意嫁す

るからであ鯵、労働力を売らない白露は、いわゆる「餓え死にする嚢勤なの

である。だから労働者にとっては労働力を売る麩撫はあっても、売らない欝露

はな恥のである。そしてこうした資奉家との麹譲の実質的な意練の差異は、資

本家と労働者の闘には実質的な賂差があ蓼、瞬者は実質的には薄等箪等の立場
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にはないことを示している．

　そしてこのような違いが生ずる根本原馨は、講者の私有難産藪有の違いであ

る。すなわち労働力は本来労働の生産勅としての薩品ではない麟、商品生産関

係のもとで商品に擬鱗され、従って労鱗力商品の翫有は貨幣の勝有と講じく私

有財産の霧有とみなされて、労働者は§謹の労働力の断有者として私有難産新

有者となる．だがその労働力商品の無難は鰹の諸商品と霧じく、その商品の生

産費すなわち労働者の生存費にほかならない。従って労騰力以外に売るものを

持たない労働者は、生存費を得るために，常にその商品を売らなければならな

い。つまりどこでもよいがどこかには売らねばならず、しかも売っても生存費

しか得られな雛のである。だから稜らは盤常的に労愚力を売らなけれ・ぱ生きて

いけないのである．これはちょうど．露巴労働に基づく小藩品生産者が、常に

自己の生産劾を売って生存費を得なければならないのと麟様であるが、結局労

働者は労働力を売らざるをえないのである・それに嬉して資本家のばあいはど

れでも労麟力を買いさえずればよく、ある特定の労働力を買わねばならないこ

とはない。しかも生きるためだけなら、つま蓼資本家でなくてもよいのなら、

いっさいの労繰力を買わなくてもよい．資本家でなくとも、資本として勝有す

る私有財産（を売ること）によって生きていけるのだから。

　こうして労働力商品の売買においては、姿本家と労働者の霞由の違い、立場

の違いが顕鷹化する。たしかに講者とも梅手から、つま吟飽入から労働力の売

買を強鰯、拘束されることはなく、売らない白露買わない嚢虫が存在している

が、しかし一方は売らなくてもよいといっても、生きていくためには売らざる

をえないのに薄して、縫方は買わなくてもよいし、生きていくのに買わねばな

らないことはない．そして資本家としては、つまり資本家であるためには、労

鱗力を買わねばならないが、それでもある特定の労働力を買う必要はない。だ

から拘束されない馨霞としての潔民的密密は、絶入から拘束されない自由とし

ては講者に生きているが、いっさい拘束されない嚢露としては資本家には生き

ているが、労働者には死んでお瞬、労働力の売買においては労働者は結局拘束

　　　　　　　　　　　　　　　一i§一
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されているのである。そして講者は、この拘束ないし露出のもつ意練の類違に

よっては、嬉等平等とはいえない（以上、前掲『構民社会全書曇盤～襲頁参黙〉。

　ではこのような拘束は侮によって生ずるのか。根源的には褻然によってであ

る。人購は生きるために、生産によって塵然から生活資料を獲得しなければな

らない。しかしその労働の桂会的な（絶入との麗係における〉形態は生産灘孫、

つま吟縫会縫係によって異なり、嫉隷講、封建麟、資本麟等によって勝継の形

態をとる．そして飯隷鰯と封建舗においては、嫉隷の労働も農嫉の労働も、嫁

隷所有者か封建鎮主の直接の強鱗や拘束によって行われる。ところ蓬資本繊こ

おいては労働者の労働は資本家によって甕接強舗、拘束されるわけではない。

　すなわち資本縫においてはその労働は賃労働という形態をとるが、それは労

働力の白麹な販売によって生まれる。ところ麟織じ資本灘つま撃資本主義的購

綴縫孫において、この労働力の膚浅な籔売が労働者にとっては拘束、強鱗とな

って現れるのである。なぜなら資本家も労働者も、すでに見たように、いずれ

も私有財産所有者として盧譲・平等の閣係を結ぶのである麟、労勝者の私有難

産というのは労働力だけであって、生きるために常に売らざるをえないからで

ある。だから資本鰯の下では労燧・生産の必然という轟然による拘束が、労働

者に蝿して労働力藪売の必然として現れ’、労働者を拘束することになる。地方

資本家としては労働力を買う必然はあるが、騒々の労働力を買う必然はなく、

その点では全く鬱鬱である。こうして濤然による拘棄は、鰻々の労働者に録し

てだけ拘束として堪れるのである・そしてこれは、資本主義的生産縫係、躇級

騒係に基づく拘束であ雛、つまり飽人による拘束ではなく縫会§§係に基づく拘

束なのである。

　ところで拘束されない蜜慈としての毒民的欝霞は、身分や特権などによ雛飽

人から拘束されることの否定であるが、拘束一般の否定ではない。だから祇会

関係に基づく労働力藪売の必然としての拘束は、市民的霞露が否定する拘束で

はなく、鍵ってそうした拘束湊あることは蕃民的雲霞と抵航するものではない．

つま滲糞民的察霞というのは、鰹木からの拘束以外の拘棄を否定するものでは
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なく、むしろそれを結果としては容認するものである。そしてそれは帯疑的露

虫の本種であって、資本主義的隊級関係の下での変質ではない、つまり形骸化、

空潟化したものではなく本来の盤質である鞘。

　鍵って当然のことだ麟、そうした毒疑的寒露の本姓によって、薦民的平等の

下で実態としての不平等炉生まれる。すなわち、露民的寒露が容認する社会縫

係に基づく拘束の差異によって、階級縫係は薄等平等の縫係ではなくなる。に

もかかわらずその不平等は、法の下での平等、権利の平等という、つま滲畜浸

的霞逡の平等という、市長的平等の下で生み農されるものであって、それと抵

髄するものではない。だから溝罠的平等というのはかかる不平等を容認するの

であって、その意練では、婦等平等の立場を保縛するものではない。このよう

に纒大紫憑人の麗係としてみれば、驚級関係は、縫会麗係に基づく拘束とそれ

による不平等解支醒する麗係である。けれどもそれはあく象で毒疑的な蠧毒と

平等の否定ではなく、市費的な彎曲と平等の下でそ為と抵鍵することなく生ず

るものである。つま瞬結縄議民縫係というのは、そうした縫係を許容し内包す

るのである．だからその意蕨で賠綴縫係は毒疑縫係と両立する、というよりむ

しろ霧残縫係そのものなのである。ここに霧疑雛係の問題点、市民的な原運の

限界麟あるといえよう。

　しかしそれでは毒畏的な原理、つま瞬毒疑的な轡虫と平等は踏級弱係におい

ては全く意殊斜ないであろうか。たしかに労働考には労働力を売らない蠧毒は

なく、資本家とは不平等である麟、しかし少なくとも、かつてのように身分や

特権によって一方的に飽の人聞から強麟拘束されるのに比べれば、はるかに人

聞的である。職業選譲の露出や居住移転の靉靆、営業の褻鐙がないところに成

り立っていた封建的身分縫係に箆べて．それらの白磁解認められて、労働力を

どこに売るか一それが売れ’るかどうかは保瞳されていないけ為ども一の霞

露がある関係のほう鱒、人間性に適合している。そして隊綴縫係の外で、ある

いは政治的市費縫会においては、毒民的な原理の実親、毒民的権利の確立はよ

蓼一層積極的な意駿をもつであろう　（麟揚『毒民歓会全書垂44～蕊頁、前掲
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『現代歓会学塞鎗～62頁など参照）．

　こうしていずれにしても労働力の売買においては、労働力潜商品とみなされ・

薩品として交換され売参渡されている。つま鯵そこでは労饒力商品の交換麗係

が成立しているのであって、それが一般の商贔交換縫係に、瞬質のものとして

矛盾なく緩み込震れ、桂会全館の商品交換関係が形成されている。だから資本

主義縫会では、労働力商贔の交換縫係としての購級縫孫を含めて、縫会全体が

商品交換縫係として構成されている。この意駿で、資本主義歓会は全体として

商品生産・交換後会であ雛、そこに商品生産歓会が実在しているのである。そ

してそれは瞬時に経済的毒浸縫会であ蓼、鍵って毒民歓会も実在するのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　5

　これまでは賠級霞係の形成過程で、つま拳労騰力の売買の場であるその「流

通の領域達（前掲匿経済・青銭縫会・蟹家蓋52頁〉で、問題を考察してきた。

だが労働力斜買いとられ，髄罵される罫生産の領域ま（講、53頁〉ではどうであ

ろうか．

　労働力はいったん売警護されたならば、その労働力をどのように綻駕するか

は、それを買いとった資本家の権霧であ彗白歯である。飽方労働者には労働力

の綾罵に臠しては、資本家に拘束され破の捲揮命令に縫う義務が生ずる．だか

ら資本家は捲揮命令によって、自密に労働力を旋濡し労働者を働かせ、飽方労

簿者はそれに縫うことになる．だからそこでは講者は全く不平等な立場に立ち、

基本的に、労働者は一方的に資本家によって拘束、強麟され、露出を奪われる。

労働者には労臠しない霧雲はなく、労働する雲霞も資本家の意に適うものだけ

が認められる．こうして生産の領域では、贈綴縫係の下で、労働力の叛売によ

って霞己の労働力の綻驚権、支配権を売参渡し譲濃した労働者は、労働の日露

を失い、そのかぎ導で、勉人から拘束、強麟されない自由を失う。またそこで

は、法の下での孚等、権稀の平等という毒民的平等の下で、隣縁麗係は法に基

づく権穰、立場の不平等、というよ参権利と義霧の縫係となって揚れる。
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　このように生産の領域、すなわち労働力の販売によって形成された踏級麗係

においては、労働力の綾罵に臠しては労働考は露譲を失い、また資本家に薄し

て不平等な立場に立つことになる。しかしこ細は労働力の藪売つま穆その笈馬

橇の譲渡によって生じることであって、そのかぎ雛で藩疑的な自由・平等ぶ麗

されたことにはならず、従ってそれと抵鐘するものではない鵜。もちろん労

働力の綾織こ勧めること麟輪、労働者にとって蕨縮鶴轄も実現

され，てお静、資本家によって強鰯されない自震と、資本家と平等な権利斜線瞳

されている。以上のように、生産の領域においても、階級闘係は霧艮縫孫であ

滲、そこに毒民的な密密と平等が貫徹されている。

　こうして資本家といえども、生塵の領域で労働力の梗稀に麗してのみ労働者

を拘束できるのであって、それ以外のことについてはいっさい労働者を拘束で

きないのである。だ撰そればか滲ではない。

　労働力の使罵にあたって、資本家に無麟限の密密が認められているわけでは

ない。つまり買い取ったからといって．その労働力をなんの舞納もなく、無条

韓に強舗拘束することはできない。なぜなら労働力の整驚についても毒民権に

よる規講演及んでいるからである。すなわち労働者の生爺、身体・餅産その飽

の衛民権、人権を凝すような、葬人聞的あるいは舞合理的な使薦に麗しては、

法に基づき欝民権によるチェック勝かけられている。だから資本家による買い

取った労働力の談罵も、糞民権、毒蔑的漂遜の枠内に醸定されるのである。そ

の枠、畷界は腫史的歓会的に変動するけ轟ども、いつも必ず一定の限界があ甑

その畷罫の根擁潜市民権であることには変わ編まない。

　さらにその綴界について資本家と労縁者で一致しないときには、その調整麟

行われる。すなわち、双方ぷ労働力の懸格、その綻矯の建方等について、つま

り賃金、労働時鷺、労働諸条件等について合意せず意見潜くい違ったときには、

それを調整しなければならない解、その調整は瞬等な権利の薄立として最終的

には力露係によって行われる（マルクス『資本論遷第i巻第8章参照〉。そ

のさいいうまでもなく、帯民離係の基本である魑人薄縫人の灘係としては、資
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本家と労働者の縫係は、験者が圧傷的に強く後考は極めて不利である。それは

前述のように労鰻力の売買における窪毒の差異垂こよるのであるが、騒々の労働

力ではなく労働力全体であれ、ば資本家も買わない自讃はなく、鍵って資本家魑

人財労働者多数であれば、講者の倉虫の差異、カの格差は少なくな駄財等の

立場が生まれる．そこで労使の賠綴露係については衛民鷺係麟修正され、醸人

材嚢人に替わって、鰯人薄多数の麗係ぶ認められることになった。つま穆薦民

的権利の建長線上に労働者の鬱結権が公認され、懸人繋極大の関係で成穆立つ

毒民的平等では失われた実質的平等麟、ある程度実現されることになった。

　この麟結権を含む労働権解すなわち縫会権的毒民権であ蓼、従来の斎甕権は

露霞権的毒浸権としてそれと羅溺される。そしてζの講者の違いは、縫会権に

よって、まず儘人財騒人の縫係ではなく儘人薄多数ないし集懸の縫孫において、

実質的平等の実現を纒つたことであるが、それだけでなく、それまでの嚢霞権

的市民権の権利の意陳を修正したことである。すなわち霞患権では、拘束や強

凝はされず、窪霞におや参なさい、しかしできるかどうかは知警ませんよとい

う白蜜であ滲、する露出はあってもできる霞幾つま蓉できる権舞、保緯はなか

った。それに薄して社会権では、できる白青そのものではなく、できることを

保瞳するものでもな》・解、できる欝態姓だけは保締することにな駄それまで

の全く可能性を保離しなかった自露に姥べて、できる脅浅へ一歩近づいたとい

うことができる。

　なお愛荘では労傷権以外にもさまざまな縫会権嬢あるが、いずれも、甫民的

平等の法の下での平等や権利の平等という形式的平等では達成されない実質的

軍等を、実現しようとするものである。またその後生まれたいわゆる生存権は．

生存の権利つまり生存の保瞳として、できる甕浅そのものか・少なくともさら

にそれに大きく透づいたものといえよう。

　ところで以上に見てきたように、生産の領域においても賠綴弱孫は、労働力

の使驚に纏わらないことはもちろんその終期に麗することでも、そこで薦民的

原理蓬実理し、毒疑権が鮭会権的修亙も含めて保瞳されているのであって、そ
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の意薩で躇級縫係も一つの毒甕閣係である。けれどもこうした霧疑関係として

の贈級縫係によって、資本家による労働者の搾取が行われるのである。

　最後にここでは生産の領域における労働力の綻爾そのものについて、資本主

義的購級関係蕃どのような意味をもつかをと移あげることにしよう。

　さて、資本家は労働者に、商轟として買いとった労働力の憾擁を支払い、こ

うした等緬交換による市長的鷺係を麟提にして、支払った労働力の儘1値以上の

懸値を生産するように労働力を使濡し、つま蓼労働者を働かせ、こうして生み

繊されたその懸短を剰余極纏として取得する、あるいは労働力の無縫を生産す

るのに必要な労働以上に労騰させ、その剰余労働を搾取する。こうして資本主

義的生産から獲得する講者の取入は、変ず質的に全く異なったものとな甑労

働者の薮入は自己の労働力の蝿懸としての賃金であるのに薄し・資本家の取入

は、労働力の緬値以上に労働力を綻現することから得られる剰余麺値、舞潤で

ある。さらに講者の牧人が量的にも全く異なったものとなるのは、論をまたな

い。

　このように資本家と労蟻者の薮入は、質的にも量的にも全く異なってお甑

その質的な違いを生み鐵した講者の立場の違いは瞬らかである・つまり生産の

領域では講者は、労働力を使馬する立場か労機内として使罵される立雛かとい

う全く異なる宣揚に立つ・また叡入の量的な格差は・講者の関係が全く不平等

であることを示している。さらに労働力の綾絹に関しては、麟遠した両者の拘

束の差異むしろ露毒の差異によって、労働者からは白露摂失われる・かくして

労働力の後馬そのものについては、資本家と労働者の関係は当然毒民的平等で

はなく、またそこには市費的毒慈もない。つま警そこでは寮長的原理麟実現し

ていないのであって、かかる繕級弱係は市民襲孫とはいえずむしろそれに贈主

するものであろう。

　ところがこのように内実は、つま蓼労働力の綾罵そのものである生産遍程に

おいては、曙綴縫孫は毒疑1麗係と全く薄立するものであるのだが、購綴襲孫の

下で生産された商品の漉過過程では、賠綴関係も藤島生産・交換関係として毒
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民麗孫である。すなわち、結縁騰係の下で資本主義的に生産された轟轟は、そ

れに労働者つま管直接生産者から搾取された剰余極値が含まれてお甑そのよ

うな搾取炉なく剰余懸題を含まな雛嚢立した生産者の商品とは・異なる意殊を持

つのであるが、商品交換縫係においては、いかなる轟晶もすべて極値としてつ

ま吟人間労働の生産物として等質のものと見なされ、いずれも同等のものとし

て等置されて等懸交換によって交換される・だからそこでは・どのような商品

もそれに含まれている嚢余極値はなんの意練も持たず（あってもなくても鰻係

なく／、従ってそれを生み毯した搾取、葬毒浸的関係もなんのかかわむもなく、

簡題にならない。だから商贔交換縫係は、資本主義的繭品があろうとなかろう

と、甫費関係であることに変わ瞬まない織。

　穫って資本家と労働者といえども、彼らが商贔の生産者と消費者、売蓼手と

買い手として撫封ずるときには、彼らはたんなる商品交換麗係にあり、薦民関

係にある。つま雛資本主義的商品摂生産させていても、流通遍程においては、

踏繍織たんなる齢交換縣であ姉蹴係であって・かかるものとして

実在する。そしてすべての人が根互に商品交換縫係に入るか敵そうした騰係

において資本主義歓会も商贔生産桂会として実在する。

　さらにその中で労働力も縫の薩品と隅棟に売買されるわけであり・一方で階

級関係が影成されながらも、縫方でその形成過程はまた商品の交換遜程である

から、隊綴縫係も商品交換縫孫であって、歓会ぶ商品生産縫会であることには

変わ管はなく、市民麗係と毒民琶会が実在であることにも変化はない。

　ところでこのような藤島交換関係における資本家と労働者の繭品辮有者とし

ての同等性から、さらに彼らの取入の瞬質柱ぶ生まれる。すなわち綾らはいず

れも欝謹の翫有する嚢贔を売ることによって叡入を得るが、資本家は露己の投

下した資本の生産物を、労働者は霞己の労働力をそれぞれ商品として売甑そ

れぞれその薄儀として駿入を得る、資本家はその一部を利潤として、労働者は

その薄極を賃金として獲得する．そのさい利潤と賃金では蓉籔こも触れたように、

それらが生まれる糧擁が全く違替、鍵って質的には全く違ったものであるにも
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かかわらず、つま警賃金は労働春霞身の身鉢的精神的籠力である労働力の難儀

であるのに、舞潤は投下した資本による労働者の搾取によって得られた、溝費

した資本以上の生産物の対極であるのだが、そうした撫違にもかかわらず、利

潤も賃金も穣i纏（懸緒をもつもの／としては等質であ箸、櫓違はたんなる量的

な差だけとなる。こうして資本家と労働者はその叡入においても等質となる。

しかも舞潤も賃金も．量的な差はあっても、等しく商品としての労働力または

生産勃の等懸交換によって獲得されたものであるから、それぞれの取得者であ

る資本家と労働者は同等の立場にあるものとして、車民的平等の関係にある、

　さらに利潤や賃金をそれが生み濃された結果だけでとらえて、それが生み趨

さ蕊た根麺や遍程を度外擁すれば、つま参利潤や賃金がなぜどのようにして生

まれたかは無規して、生まれたということだけに着馨す為ぱ、いずれにしても

それらはとにかく資本と労働力が生み鬱したものである。要するに舞溝と賃金

の源泉は資奉と労働力である、そして資本も労働力も漸有者落窪轟に麺分、活

爾、交換できる私有難産であ瞬、それらが生み饑した利潤や賃金ももちろん私

有財産である。だから資本家も労働者も等しく、脅邑の所有する私有財産が生

み鐵したものを私有難産として醒有したのであ撃、そこでは私有財産ぶ私有財

産を生み濃したことになる．こうして資本家と労働者は全く瞬等な私有財産翫

有者として、かつ彼らの辮有する私有財産が瞬じく私有財産を生み農すという、

全く詞じ仕方で取入を得るものとして、相互になんの琶溺もない購等な纒人とし

て立ち愛れ、そこに懸等平等な、往って毒疑的平等が絞立する鴻（蕪掲『講

座　資本論の羅究壷56～57頁参照〉．

　このようにして労髄力の痩馬そのもの、生産過程においては．資本家と労働

者の購級§§係は商品交換縫孫と違って、資本家による労働者の搾取に基づく全

く市民幾係とは対立するものであった。にもかかわらず．生産遍程を除くr生

産の領域墨においては毒民的原理が生きてお鯵、さらに講者が再度漉過の領域

で権鰐するときには．資本の生産勅としての商品の交換§§係として、さらに労

騰力商品の交換縫係として、講者は畜蔑的な聡係を結ぶことになる．さらに薦
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者は同等な鮪難産鮪者として、剛櫨確5の鮪財産の生み鐵す鮪財

産を駿入として獲得する。こうして全く縫等で隅質の麟人として・両者は薄し

く毒民であり．講者の縫線は驚異縫係そのものである。

　　　　　　　　　　　　　むすびにかえて

以上にみてきたように、資本主義後会というのは、ある鞭では・つま嫡

贔生産縫会という性格では全く市費歓会である。人々は商品生産縫会では私有

財産の漸有者として露立した蟹人であ吟、流通の領籔においてはそれぞれ私有

財産としての商品の藤布者として立ち罷れ、権互に鰐籍する。そして流通邊程

を達して、労働生産勃としての繭品に含まれる人聞労働の等質盤として、綾ら

の講等姓ぶ現れ、かつ等量の労働の交換として等麺交換撰行われて・市民的な

権利ないし立場の平等が実現する．しかもそれぞれ露己の商品の交換を、鰹人

に強鱗されず自己の意志で決定し実行するのであって、そこに絶入からなんの

拘束も受けない露出が成立している。こうして商品生産歓会では、雲霞・平等・

露立の市民的原遷が実現しているのであって、だからその縫会は甫民縫会なの

である。

　そしてこのような繭品生産縫会としての市費縫会は、直接の生産邊程を除い

て、資本主義のあらゆる灘藪で実現している。まず資本主義的賠級である資本

家と労働者は、漉過遍程では、瞬じ様に、労働力という繭品の賢い手および売

瞬手として現れ、飽の商品のばあいと瞬じく、そこに毒疑的原理か実現してい

る。さらに、資本主義的搾取が行われ非市民的な闘係で講者が繋癒する生産遍

程をへて生産された、資本主義的繭晶についても、流通遍程では講様に毒疑的

原遅が実現しておむ、そこに労働力商品が糠わっても事懇は変わらない。しか

しそ為ばか箏ではない。講者は資本であれ労働力であれいずれも私有難産の蔑

有者として、それぞれの私有財産の生み嵐す私有財産の霞由な取得者であ臥

そうした騒人として婦誌する流通の場では、両者は全く等質で薄等平等の麗係

にあ鯵、属じく寮費的原理炉実現している。
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　たしかに生産遍程においては、資本家は労騰力繭贔の購買者として嚢霞に労

簡力を綾駕し、捲揮命令によって露露に労饒者を鰻かせることができる、だか

らそこでは労鶴者には露霞がなく、講者の麗係は不平等である。だからそこで

は市民的原選は実饗しておらず、支翫一鍵羅縫孫が支醒する。しかしそれにし

ても、労働力の｛吏矯は全く無麟銀ではなく、毒民権に基づく人権によって鰯約

されている．さらに生産の場においても、生産にかかわらない開題では、当然

のことながら、資本家は労饒春をいっさい舗約できない、つま滲労働者の権麟

と蠧毒は狸すことができないのである。しかも脅震権的竃民権の発展した後会

権的霧民権によって、労織力の使罪報こ蝿するよ吟一腰の餓約も、また労働者の

権利のよ穆一麟の保瞳も可能となった。

　このように資本主義縫会も、生産邊穫における蔭紋縫孫の葬毒民性を購にす

れば、商品生産縫会として薦民縫会である、そしてこの経済的市費後会に依擁

して、政治的露民続会解存立するのであ蓼、そこでは驚疑的原蓬潜成立すると

ともに、湊愛約諾権利として実聡している。もちろん経済的毒浸桂会には、生

産遍程における、従って縫会の基本的な性賂における非毒異姓は確露として実

在してお静、毒民前原建はそれを許容するものでしかない．しかも市費的原理

はその形式姓ゆえに、実質的な震霞・平等・霞立を実現するとは隆らない。だ

から市民的原理によって成吟立ち、その原理を実廃している資本主義には、そ

うした周題を解決する議題がなくなるということはなく、体鱗の変革も携野に

入ることになろう。

　けれども少なくともその前に、これまで遠べてきたような市民的原種の徹底

による濃民縫合の実現を、資本主義において成しとげること麟必要であ警、ま

た可能であろう、翼在の資庫主義社会は、先進国のそれでもまだまだ余地があ

るだろうし、ましてわが撰のような後進資本主義では不扉欠の課題である臨。

　周知のようにわが国では、薦民革命をへることなく資本主義化し．従ってそ

れは霧疑縫会敏きの資本主義であった．第二次量騨大戦後、馨本羅憲法の競走

（市民的原運の法的実愛〉、農地解散による霞作農の麟設（前近代的村落共瞬
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勧鱗摘融産者の難／、離郷蔽織る錐鋤簾離離会
鍼立（すべて嘱麒麟贋難嶽こ鋤込熱る〉によって庫即誕
生と市費縫会の形成の条件潜一応整いその藩籬姓が生まれた・だがそれですぐ

薦蔑麟誕生し市民縫会が形成されたわけではなく、依然として、そして理在で

締躍会擬確本主義鋳続している。つ齢そ癬ま繊鵜理によるチ

ェックがかからず．私有財産絶懸と営業の藷襲だけに敏擁して、なんの纒綿も

なく鞭追求に擁する．だからそこでは、人権醜ちろん欄の健康や輪

まで灘溢獲得の鍛と妙、本来全く次元曝なる生凝糠が等質のもの

と見なされ天秤にかけられる。戦後憩年、なかなかその本姓は変わらないよう

瞬える、そ縫支え礪家嚇鶴鋤て翫だ方略繍騒では浦難
会の形成によって、かかる資本主義をチェックしなければならない．だがその

ためには、主体としての毒疑の誕生が不薄欠である（前提置講疑社会全書遜襲

～妬蚕、前掲野現代縫会学圭59～総頁参照〉。

　そ麺はそ鉱う嫌麟繍輯で誕生しているだろうか・紙は文字融

繊翻卿で生熟、繊誌て諌といえよう・そこで縦来の運蹴違
って、嚢分の意志と責緩において運動に参撫し、かつ参擁した人々の問ではど

んな社会的猛購も意殊を持たない。つま鱗蛋年齢社会的地位や身分、職業、

繕捧・思想・儀条、瞬羅継織や鐸体など入閣を区駕するものは、運動の中では

なんの意殊ももたず、誰もが一人の癈人としてのみ意駿をもつのである。こう

して韻翻紳で、人嫌すべて蝕した鰍として鵡轄であり陵っ

て概に慰鵬棄するこ撤でき伽・、そ狂た駐縮発的鶴騰な主

体的翻婦蟻まれ形成されてきだ7㌧

　そして繊翻碗かで、韻翻を慰て生熟奮った新しい燗の魏
方が、運動の外へ鉱がり、歓会の中で一般化して人聞の普通のあ撃方となって

いった。それ，につれて毒民という語が毒疑運動や毒民醸体という複合語から・

（＿般矯熨し禅独鞭練るめ1謙ったといってよい畷在では紙

　はむしろ普通の人を表している。こうしてわが蟹の毒疑は、従ってまた毒民の
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構成する霧浸桂会は形成されてきたが、もちろんまだ形成途上にある。

　饗在のわ撚蟹の歓会は、一方では前逝代的な生活態度や思考織式がまだ根強

く残ってお参、縫方では大衆歓会のなかで自己本位的でばらばらになった私的

鰹人が再生産されている。だから瑠畏などとというものは馨本には存在しない、

という見方も生まれる。しかしたしかにそういう現実盛一饒では存在するが、

催面では新しい運動の率で寮費も新しく生蒙れている．それは、阪神淡艶大震

災や琶亙V訴訟支援、さらには覆シア・タンカーの重濾流鑑事故などで覆れ’た

大勢のボランティア、あるいはさまざまな問題で各地で活動する常民オンブズ

マンなどけっして憲蔑が》、ないわけではない．しかも彼らはき立した主体的な

鰯入であるばかりでなく、連帯と脇懸を重んじ実践する嚢人であ琴、公共性の

握》・手でもある．

　だからこうした鼕々誕生する新たな毒民の成長に期待して、わが蟹において、

徹底した覆疑的源遜の実理と市費的権利の保瞳をかちと管、よ滲充実した驚異

歓会を麟鐵することが、現益の韓本の基本的で現実的な課題であろう　（なお、

前掲蓼幾代娃会学選鋳～磁頁、繭掲瞬代における帯民と薦疑縫会を考える茎

参窯〉．

注

i／なお筆者の率鐵清瞬疑の聴愛縫会論に薄する遷解と撹警1については、「平

　襲溝絹氏のマルクス毒費媛会解験をめぐって」、小妹・冨塚・渡辺癒『講座　資

　本論の礒究邊第i巻r資本論の形成達（第i編　　至　近代毒民徒会認識の形綾一〉

　鎗～23頁参窯．

2〉厚葉氏はここにホッブス．ルソー、スミスと董べて、大衆歓会論を理論化し

　たコーンハウザーと披のダ多元的桂会まをあげているぶ、これはホッブスなど

　の市長縫会モデルとは改元が異なるのではなセ・か．またスミスについても、彼

　の薦具縫会モデルは実在する縫会の遷譲化としてたんなるモデルではなく、実
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　在盤をもっているといえる。

3嘱噺躰鐵雛畷編絵科学総欝典鐙§8簿〉では託鮮羅
　綴（寮費踏綴〉ぶ，支醗を確立している縫会のこと，資本主義桂会とおなじ甲ま

　（i鱒頁、傍点一畷矯者〉となってお穆、毒罠と資本家、市長社会と資本主義縫

　会とぶ全く瞬一複されている。

嚇ただし霞牢氏はこの機念を麗墾貫通的なP歴史のカマ勧としての市費歓会

　の機念であるとされているが、筆者はその控握には属意しない。その慮につい

　ては繭撮影資本論の醗究垂33～42頁参照。

5）ここで蛇足なぶら慰轄簾えれば、選挙も轟売も覇決もすべて行為であるが、

　桂会縫係というの絃行為と鴛為の関係であ管、行為が愛実性をもつ、つま瞬実

　在するということは、すなわち聡孫ぶ実在することを意殊する。

6〉疑じ意瞭で通常○○歓会といわれるもの、鱗えば大衆歓会、産業歓会、都霧

　姥歓会、学歴（主義〉歓会、欝鞍歓会．管遷後会、高齢紀縫会等々、これらも

　すべて鮭会の一麓醸であ穆、その意蘇で実在する。さらにそうした譲灘函ない

　し諸経会、すなわち政濾的、法的、経済的簿の鷲会ないし灘癒それ農体が、そ

　れぞれまた諸灘癒をもちうる。

7〉ここで労鐵考も農民も、そして資本家も構等な市費であることに、異議を曝

　える人もいるかもしれない。しかしこれは人鵜の祇会的あ善書は一つだけであ

　る（つま導AであればAだけであって、BでもCでも登でも・・ない〉と考え

　るからであ吟、人鶴は講鋳にさまざまな、複数の縫会的あ鯵方をと鯵うるので

　ある。鰍えぱある人はβ本蟹籍を持つ羅疑であ甑福島察に住む県費であ吟、

　紙権の主観して紙で効、どこかに鋤るサ葬一マン優劣鯖〉で
　あ静、あるいは企業を経営する資本家である。だから労鶴者も姿本家も嗣鐸寺に

　舞本震渓であ吟福島察人であ吟、そして寮費であるということになる。そして

　問題は、その入がその時どきにどの立場で考え行為しているかであって、それ

　によってある時は国疑であ鯵ある時は祭浅であ甑ある時は労働者あるいは資

　本家であるのである．

8〉この晦最交換を蟹中藍罵氏は．F大幣の定在としての療有（騨囎ertylの交換達

　とみなし、それに蝶介されてr人酪擢互の縫会的交遜歪が成立するところに・つ

　ま瞬断有の交換縫会≦に、瞬￥疑桂会の本質蓬をとらえられている（麟掲書、

　62～63頁。なお77～79頁参，黙礼
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9〉つま鞍商贔交換とは繭品の等麗であるが、それによって薦贔を生産する労髄

　の、人鷺労縁一般つま讐櫨象的入閣労鱗としての質的講等樵が成立し、人疑の

　等質姓、購等牲として平等を実現するが、それとともに、その質的瞬等姓に基

　づいて量的癖等性を実饗する等懸交換において、人糞の薄等平等の立場が成立

　する（前掲『資本講書、第圭分羅、憩2～懲3、捻6頁参蕪／．この人幾の質的瞬等

　姓と量的溺等姓は、たとえてみれば選挙権の平等における一人一票の平等と、

　一票の懸｛甕（対有権者艶〉の平等とに薄舞ユすることができる。

亙縁ここで原蓬というのは行為と襲係の基準のことであ参、その法的形式、強鰹

　力による基準の保瞳が権利であると言える。

ii〉かつて筆者は、それを市長的嚢露の形骸髭、空清化ととらえていたが、今露

　そのとらえ方を誇藍する。繭掲『毒畏縫会全書凄瓠～貌翼、鹸掲匿理代桂会学雲

　54～55頁参照。

稔〉労鰻力の販売．その養罵権の譲渡というのは、鰹覚的な市長権の部分的譲渡、

　数棄ということができるかもしれない。しかしそうであっても、それは侮蔑権

　の侵害や否定を許すものではない．

i3〉つま滲商轟生産に麗｛系した搾取を表すi羅余懸1｛甕は、極纏形成には罷与しない

　（繭晶無縫は鷲余懸嬉の有無、大小には左畜されない〉ため、商贔の等儀交換

　における講等で等量な額魑には灘余懸髄（の大きさ〉は縫孫がなく、縫ってそ

　こに剰余無縫が含まれているかどうかは翼題にならない．こうして懸鑓のなか

　の褻余儀纏の痕鋳は蹄形もなく構え失せ、臨贔の生産遍程にお酵る搾取、葬毒

　艮的な賠綴縫係も麗わらなくなってしまうのである．要するに轟轟がどのよう

　に生産されたか、そこにどんな大腿縫係があったかは麗係がなく、結果として

　どれだけの人縫労働がそこで費やされたかだ謬が繋題になるのである。従って

　流通遍程すなわち歓会の褒癒では、等懸交換としての臨最交換縫孫だけが現れ、

　晦民麗係として実在するが、そこでは生産遍程における酷綴幾係、諄毒疑的縫

　舞は表に現れず、無いものとなってしまうのである．

i4／いうまでもなく、こうした贈綴関係を晦幾麗孫とみなすA．スミスやとくに

　」．S・ミルの控握を撹凝し、その実態を解瞬シ暴露したのぶマルクスである〔だ

　からぎ資本譲オの経済学投縄轍ミル撹趨である〉。だ摂しかし実態が瞬らかにな

　つたからといって褒象のもつ現実鑑が湊え去るものではない．事実として私有
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購醜泌挿勧で鮪離姓み畠す硬ある液とえ識纐金鉱
　うに。

i§に礁で伽拘る紙議礎張と樋する講齢贈羅・とく締
曲舳礁現鋳を翻転紙議畢ま・その離礁に濁る縁むしろ
その難破離、躰議賭してどう吋轍をと勲玉秘ずし棚らか
でなく、その点醐駅あろう．な擁駐獣ついては漁野瞬市費主

義鍍励ら聾羅、醗年．麟韻犠鍼立椿雛・i螂勲ど参
　、照．

i6にう腋わ耀機会鱒齢羅そ続紙齢と礪灘ついては譲
透治織獄躰鍛説労駒難蘭9礁とくに後醜夫「iε葬
　　論難会董筋群躰獄雛会三一ま、鞭翻纏現飾難会雄羅

家郷茶嚇翻、翻年、とく癬麟騨獄繊絵と蝶鰍・蝦
　鋭夫夢企業麟家と寮費社会まなど参熱。

i7締鍵駄ついては、蘇イ韻参簾舞灘底盤年・臨麟市
齢難紳央灘、舗年．離鰯韻議鍼立鯵どを鎌は媒体
的鎌鼬効放ついては、醐蜘舐と蕨を辮翻の繭か圭韓
　β新鹿、欝97年2欝欝警盤け1譲壕iが参考になる。
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